






















































































































































次に， H稽段の問題j（第4学年「変わり方J) ' 
「碁石の問題J （第 4学年）， 「正六角形の対
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場事 4・
N. 研究の結論
本研究から得られた結論は，以下のものであ
る。
f発展的学習指導jの中で「問題場面の構
造」ゃ「数学的構造jに着目することは，
子どもたちが算数・数学に対して楽しさを
感じ，主体的に問題解決に取り組むように
なるのに有効で、ある。
－子ども自らが問題を発展させることによって，
問題と問題のつながりを考えることができる
ので， 「発展的学習指導Jは問題を自分のも
のとして感じられるのに有効で、ある。
そして，今後に残された課題は，以下のもので
ある0
・本研究においては， ‘一般化’ということに
ついての吟味が不十分であり，より一層の検
討を要する。
－本研究では，小学校算数科「D数量関係j領
域の教材を主に取り上げているが，その他の
領域の教材についても検討してみる必要があ
る。
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